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今
月
の
主
な
内
容

真砂地区の試みについて

米の消費拡大運動について

市長への建議について

農業振興課からのお知らせ

平成 27 年度農作業等標準料金について

農業委員会からのお知らせ

真砂地区の野菜は市内保育園の給食食材として提

供しています。昨年の 10 月から念願であった市内

スーパーの地産地消コーナーへも出荷されるよう

になりました。出荷初日は真砂の野菜を食べている

保育所の園児が売り出しの応援に駆けつけました。

「安全な野菜の提供で地域、子供たちを元気に！！」

❶～❷ …
❸ ………

❹ ………

❺ ………

❻ ………

❼～❽ …

今月の
表　紙
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市
内
保
育
園
へ
の

　
　
　
　
　
野
菜
提
供

地
産
地
消
の
大
切
さ

　　

真
砂
地
区
は
平
成
23
年
か
ら
市
内
3

カ
所
の
保
育
園
に
給
食
食
材
の
野
菜
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
月
に
一
度
の
保
育

園
の
給
食
担
当
職
員
の
方
と
生
産
者
で

食
材
の
会
議
を
行
い
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

を
決
め
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
畑
で
余
っ
た
野
菜
は
、
腐

っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

年
間
を
通
し
て
保
育
園
の
給
食
食
材
と

し
て
活
用
さ
れ
、
畑
で
野
菜
が
腐
る
と

い
う
光
景
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

　

輸
入
食
品
が
多
く
な
っ
た
現
在
、
食

の
安
全
と
い
う
事
が
疑
問
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
砂
地
区
の
生
産
者
は
安
全
な

野
菜
を
提
供
し
て
お
り
、
真
砂
の
野
菜

を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
園
児
た
ち
は

本
当
に
元
気
で
、
ぜ
ん
そ
く
の
園
児
も

少
な
く
な
り
、
風
邪
を
引
く
園
児
も
ほ

と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
お

や
つ
も
真
砂
の
米
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

を
食
べ
さ
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
地
域
の
お
年

寄
り
の
方
が
本
当
に
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
安
全
な
食
べ
物
の
提
供
と
と
も

に
、
地
域
の
方
が
元
気
に
な
る
と
い
う

事
は
こ
う
し
た
形
で
、
地
産
地
消
が
成

り
立
っ
て
こ
そ
の
事
で
す
。

　

昨
年
の
10
月
か
ら
は
市
内
の
ス
ー

パ
ー
へ
野
菜
を
提
供
す
る
こ
と
も
始
ま

り
ま
し
た
。
無
理
の
な
い
取
組
み
を
今

後
も
継
続
し
、
地
域
が
ず
っ
と
元
気
で

い
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

野
菜
は
毎
月
、
月
曜
日
と
木
曜
日
に

集
荷
し
て
各
保
育
所
に
配
達
し
ま
す
。

　

集
荷
の
時
間
に
な
る
と
高
齢
の
生
産

者
の
方
が
集
荷
場
ま
で
野
菜
を
持
っ
て

き
ま
す
。
集
荷
さ
れ
た
野
菜
は
各
保
育

園
の
要
望
に
応
じ
て
分
け
ら
れ
、
ト
レ

イ
の
中
に
収
め
ら
れ
ま
す
。
市
内
保
育

所
へ
の
配
達
役
を
さ
れ
て
い
る
の
は
定

年
退
職
さ
れ
た
男
性
の
方
で
す
。
毎
回

配
達
の
折
、
保
育
所
の
園
児
た
ち
の
顔

を
見
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
だ
そ
う
で

す
。

生産者・保育所担当者会議

野菜集荷状況

真砂の食材を使った保育所の給食

元気になられた生産者
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お
祭
り
と

　
　
米
消
費
拡
大
運
動

　

下
本
郷
地
区
は
、
益
田
市
中
心
部
か
ら
約
2

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
世

帯
数
は
4
8
0
世
帯
、
内
農
家
は
50
世
帯
で

す
。
30
年
前
に
国
営
農
地
開
発
事
業
で
水
田
約

15
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
は
約
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
消
費
拡
大
運
動
は
、
毎
年
11
月
3
日
大
元

神
社
秋
祭
り
の
行
事
と
し
て
平
成
2
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
自
治
会
・
実
行
組
合
・
子
供
会
・

同
友
会
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
実
行
委
員
会
方
式
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
そ
の
秋
に
収
穫
さ
れ
た
新

米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
む
す
び
を
作
り
、
神
社

参
拝
者
に
無
料
で
配
り
ま
す
。
む
す
び
２
個
入

り
パ
ッ
ク
4
0
0
セ
ッ
ト
が
い
つ
も
足
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
有
料
の
ち

ら
し
寿
司
、
い
な
り
寿
司
も

完
売
で
す
。

　

3
年
前
か
ら
は
む
す
び
の
ほ
か
に
大
釜
（
一

升
炊
き
）
で
鯛
飯
を
炊
い
た
り
、
去
年
は
一
升

の
米
を
災
害
救
援
米
と
し
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

1
5
0
ｇ
・
水
2
0
0
㏄
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰

め
、
大
釜
で
沸
騰
さ
せ
た
お
湯
の
中
で
30
分
炊

く
と
お
い
し
い
ご
飯
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

昨
今
で
は
予
期
せ
ぬ
災
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
災
害
時
に
備
え
て
ご
飯
作
り
も
取
り
組
ん

で
み
ま
し
た
。

　

い
つ
の
年
も
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
前
に
は
行
列

が
で
き
る
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
。

　

下
本
郷
米
は
強
い
粘
土
質
の
田
か
ら
出
来

る
の
で
「
美
味
し
い
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。耕
作
は
み
な
さ
ん
苦
労
し
て
い
ま
す

が
、
米
の
美
味
し
さ
は
自
慢
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
米
を
食
べ
て
も
ら
い
た
く
て
、

米
の
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く
て
、消
費
拡
大

運
動
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

女性部による寿司作り

豚汁を食べながら神楽観賞
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市
長
に
建
議
し
ま
し
た

　

益
田
市
農
業
委
員
会
は
、
市
の
農
林

業
施
策
に
つ
い
て
農
業
委
員
の
意
見
を

集
約
し
、
昨
年
11
月
25
日
、
市
長
に
建

議
し
ま
し
た
。そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
農
業
振
興
に
つ
い
て

・
米
価
の
下
落
に
つ
い
て
は
、
稲
作
農

家
の
経
営
が
維
持
展
望
で
き
る
よ
う

に
、
需
給
と
価
格
の
安
定
を
前
提
と

し
た
米
需
給
調
整
制
度
と
し
て
確
立

す
る
よ
う
に
、
国
・
県
に
働
き
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
米
価
の
下
落
に
対
し
て
、
米
・
畑
作

物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ

ラ
シ
対
策
）、特
例
処
置
等
の
交
付
に

つ
い
て
情
報
が
混
乱
し
て
お
り
、
農

家
へ
の
十
分
な
説
明
を
お
こ
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

・
農
地
中
間
管
理
機
構
事
業
に
つ
い
て
、

貸
し
手
に
は
補
助
が
あ
り
ま
す
が
、

借
り
手
に
対
し
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
・
県
一
体
と
な
っ
て
制
度
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
当
市
に
は
大
規
模
な
畜
産
・
養
鶏
農

家
が
あ
り
、
地
元
産
の
飼
料
米
の
安

定
供
給
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遊

休
農
地
の
解
消
に
努
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
食
育
に
つ
い
て

・
米
価
格
は
、
国
民
の
米
の
年
間
消
費

量
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
日

本
の
主
食
で
あ
る
米
の
消
費
拡
大
に

向
け
、
市
・
県
・
国
が
一
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

・
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
地
産

地
消
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
学
校
給
食
に
お
い
て

　

農
地
を
相
続
で
取
得
し
た
と
き
の

届
出
に
つ
い
て
農
地
を
相
続
（
遺
産

分
割
及
び
包
括
遺
贈
を
含
む
）、時
効

取
得
、
法
人
の
合
併
・
分
割
な
ど
に

よ
り
農
業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
る

こ
と
な
く
、
農
地
の
所
有
権
、
貸
借

権
を
取
得
し
た
場
合
は
、
農
地
が
あ

る
農
業
委
員
会
に
届
出
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

届
出
の
期
限
は
、
権
利
の
取
得
を

知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね
10
カ
月
以

内
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
届
出
が
あ
っ
た
農
地
が
自

身
で
耕
作
で
き
な
い
場
合
は
、
農
業

委
員
会
が
耕
作
者
な
ど
の
あ
っ
せ
ん

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

届
出
用
紙
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
あ
り
ま
す
。
又
は
益
田
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
益
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

　

http://w
w
w
.city.m

asuda.

　

lg.jp/

農
地
を
相
続
で
取
得
し
た
と
き
の

届
出
に
つ
い
て

は
、全
面
的
米
飯
給
食
、米
粉
パ
ン
の

使
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

・
本
年
5
月
に
鳥
獣
保
護
法
が
一
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
法
改
正
に

よ
り
、
当
市
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
示
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

・
有
害
鳥
獣
駆
除
は
、

地
域
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
こ
と
が

基
本
で
、
そ
れ
に
対
し
て
行
政
の
支

援
が
必
要
で
す
。
毎
年
、
重
点
要
望

し
て
い
る
ク
マ
に
対
し
て
も
、
県
と

地
域
で
は
考
え
方
に
大
き
な
隔
た
り

が
あ
り
ま
す
。
地
元
優
先
で
対
応
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
当
市
に
有

害
鳥
獣
対
策
室
の
設
置
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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平成 27 年産から『畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）』・『米・畑作物の収入減
少影響緩和対策（ナラシ対策）』が変わります。

『畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）』とは？

　諸外国との生産条件格差により不利が生じる
国産農産物の「標準的な生産費」と「標準的な販
売価格」の差額分に相当する交付金を直接交付し
ます。

『米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）』とは？

　収入減少による農業経営への影響を緩和するため、当
年産の販売収入の合計が、標準的収入を下回った場合に、
その差額の９割を補てんします。

交付対象作物 交付対象作物

補てん額

平均交付単価（全国一律）

ゲタ・ナラシ対象者は？

麦・大豆・そば・なたね

　認定農業者・認定新規就農者・集落営農（規模要件はありません）

米・麦・大豆

〔都道府県等ごとに算定〕
対象作物 数量単価 （参考）

面積換算

小麦 6,320 円／ 60kg 39,800 円／ 10a

二条小麦 5,130 円／ 50kg 35,000 円／ 10a

六条小麦 5,490 円／ 50kg 31,700 円／ 10a

はだか麦 7,380 円／ 60kg 35,700 円／ 10a

大豆 11,660 円／ 60kg 38,100 円／ 10a

そば 13,030 円／ 45kg 18,500 円／ 10a

なたね 9,640 円／ 60kg 28,000 円／ 10a

※単価等変更がある場合があります

集落営農の
要件は？

経営を開始してから５年後の目標やその達成に向けた組織等を内容とする「青年等
就農計画」を作成し、市町村の認定を受けることが必要です。

平成 27年産から	 ①組織の規約
	 ②対象作物の共同販売経理
の実施が必要となります。　この他、農業経営の法人化、地域における農地利用の
集積は、市町村が確実と判断すれば、要件を満たしているものとします。

自らの農業の５年後の目標やその達成に向けた組織等を内容とする「農業経営改善
計画」を作成し、市町村の認定を受けることが必要です。

加入申請期限は 平成 27 年 6 月末 までとなっております。詳しくは農業振興課　☎ 31-0316 へ

標
準
的
収
入

当
年
産
収
入

収入減少

補てん金
国

農業者

【3】

【1】

品目ごと
の収入差
額を合算

収入減の
9割

農業者1：国3の
割合で補てん

最近５年のうち、最高・最低を
除く３年の平均収入

認定農業者
になるには？

認定新規就農者
になるには？
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平成27年度  農作業等標準料金を次の表のとおり決定しました

農作業受委託を行う場合は、これを参考にして料金を決定してください。

● 農作業用機械器具標準作業料金（平成 27 年 4月 1日から適用）　

● 農作業日雇労働標準料金（平成 27 年 4月 1日から適用）　

農機具等及び作業内容
作業料金 (10a 当り ) 税抜

平成 26 年 平成 27 年

トラクター

耕起のみ 8,000 円 8,100 円

代かき 8,300 円 8,300 円

耕起・くれがえし・代かき 22,700 円 22,800 円

田植機（側条施肥は別料金） 8,600 円 8,600 円

動力散布機 2,600 円 2,600 円

コンバイン 22,500 円 22,600 円

作業区分
労賃（8 時間労働）税抜 超過労賃（1 時間当り）税抜

平成 26 年 平成 27 年 平成 26 年 平成 27 年

一般作業 6,800 円 6,900 円 850 円 862 円

軽 作 業 5,500 円 5,600 円 687 円 700 円

※もみ乾燥、農地の賃借料等は益田市農業委員会のホームページに掲載しています。

【問い合わせ先】	　益田市農業委員会事務局		☎ 31-0481

経営・くらしに役立つ情報満載の農業専門誌

全国農業新聞をぜひ購読してみて下さい！！
注目される農業技術・政策の他、くらしや健康を考える記事が満載です。
さらに、県版、地方版の充実により、地域の元気で特徴のある
話題や地域独自のイベント情報等の提供に努めています。

★	発行日　　毎週金曜日
★	購読料　　月額		700 円（送料、税込み）
★	発行所　　全国農業会議所　　
★ 申込先　　農業委員会事務局（☎ 31-0481）
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農業者年金に加入しませんか
積立年金で生涯所得の確保を！

●	あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●	年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●	老後の備えは国民年金＋農業者年金が安心です。

農業者年金のメリット

●積立方式・確定拠出型の年金です。運用益は非課税で年金原資として積上がります。
　｢積立方式・確定拠出型｣ の財政方式は、自分が積み立てた保険料は将来の自分の年金給付の原資に使わ
れます。このため、保険料を支払っている人の数や年金を受給している人の数がどのように変化しても、
影響を受けない財政的に安定した制度で、少子高齢化時代でも安心できる制度です。

●保険料の全額社会保険料控除の税制優遇措置もあります！
　農業者年金の保険料は月額２万円から６万７千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。
また、保険料の額はいつでも見直しできます。

●終身年金です。80 歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金があります。
　農業者老齢年金は、原則 65歳から生涯受け取ることができます。（60歳からの繰り上げ受給も可
能です）仮に 80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年
金の額の現在価値に相当する額を、ご遺族（死亡者の死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、
父母、孫、祖父母、又は兄弟姉妹の順位）に死亡一時金として支給します。

●農業の担い手には、手厚い政策支援があります。
　認定農業者で青色申告をしているなど、農業の担い手となる方には、国から月額最高１万円の保険
料補助があります。

かつ かつ

の方ならどなたでも加入できます。

国民年金
第 1号
被保険者

年間 60日
以上農業に
従事

60歳未満

内容やご相談については、農業委員会又はＪＡにお問い合わせください。
　❖	連絡先	 農業委員会	 ☎（0856）31-0481・31-0482
	 ＪＡしまね　西いわみ地区本部	☎（0856）22-8680

農業者年金に加入しませんか
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＊
編
集
後
記
＊

　

少
し
ず
つ
暖
か
い
陽
気

に
な
り
、
田
ん
ぼ
は
田
植

え
準
備
真
っ
最
中
で
す
。

真
砂
地
区
の｢

食
育
活
動

｣

は
一
昨
年
に
も
こ
の
紙

面
で
紹
介
い
た
し
ま
し
た

が
、
こ
の
地
区
の
取
り
組

み
が
昨
年
度
、
総
務
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
本
郷
地
区
に

お
い
て
も
、
お
祭
り
を
通

し
て
米
消
費
拡
大
運
動

に
長
年
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

地
域
で
の
食
と
農
の
取

り
組
み
な
ど
情
報
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

委 

員 

長 

村
上　
　

巴

副
委
員
長 

篠
原　

栄
次

委　
　

員 

秋
好
喜
代
子

 

西
坂　

壽
惠

 

齋
藤　

浩
文

 

椋
木　

孝
光

 

佐
々
田
貴
志

  

編
集
委
員

▽
売
買
ま
た
は
貸
借

　
　

耕
作
目
的
に
農
地
の
権
利
移
動
を

行
う
場
合
、農
地
法
第
３
条
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。農
地
法
の
許
可
が

な
け
れ
ば
、売
買
が
成
立
し
て
も
所
有

権
移
転
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

▽
農
地
の
転
用

　
　

農
地
を
農
地
以
外
に
転
用
（
宅
地
・

植
林
・
駐
車
場
・
進
入
路
・
資
材
置
場

等
）
す
る
場
合
は
、農
地
法
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　

ど
ん
な
に
狭
い
面
積
で
も
許
可
申

請
が
必
要
で
す
。

　
　

自
己
の
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

４
条
の
許
可
、農
地
以
外
の
も
の
に
す

る
た
め
に
売
買
し
た
り
、賃
貸
借
等
の

権
利
を
設
定
す
る
場
合
は
、５
条
の
許

可
が
必
要
で
す
。

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
り
、許
可

ど
お
り
に
転
用
し
な
か
っ
た
ら
…

　

農
地
法
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
り
、工

事
の
中
止
や
原
状
回
復
命
令
等
が
な
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

3
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
3
0
0
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
1
億
円
以
下
の

罰
金
）

▽
申
請
の
締
切
日

　

毎
月
5
日
が
締
め
切
り
日
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
５

日
が
休
日
及
び
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開

庁
日
）　　
　

　

申
請
書
は
事
務
局
窓
口
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
等
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
申
請
・
届
出
は
で

き
ま
せ
ん
。

①
違
反
転
用

②
違
反
転
用
に
お
け
る
原
状
回
復
命
令

　
違
反

農
地
を
売
買
し
た
り
転
用
す
る
場
合
、

　
　
　
　
　
　
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す


